
Digital Future Hexagon

手法の概要
Social（社会）、Digital（デジタル）、Physical（物
理的な現実世界）の3つの側面を包括的に考慮しなが
ら、未来の生活像の可能性を構想するためのフレーム
ワークです。
対象とする都市や地域の現状分析と、未来の生活像を
構想するために活用できます。

手法の使い方
1. ヘキサゴンの外側のレイヤに、現状の事実（ファ

クト）を記入します。例えば、Citizen/Userのカテ
ゴリには、現状、都市や地域にどのような市民が
いるかを記入します。

2. ヘキサゴンの内側のレイヤに、外側のレイヤの書
いた要素を、一段階具体的に解釈した情報を記入
します。Citizen/Userのカテゴリであれば、市民の
ニーズや求める価値について記入します。

3. それぞれのカテゴリの内側に記入された要素を掛
け合わせ、強制発想を行うことで、未来の生活像
の可能性を構想し、ヘキサゴンの真ん中のスペー
スに記入します。
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